
久喜市議会における公共交通関係の質疑内容について 
 

１ 質疑及び答弁 

 質疑 答弁 

１ 

バス停の間隔を短

くするフリー乗降

制の導入について 

フリー乗降制については、主に中山間地域や農村部で実施

事例があり、限られた輸送資源を有効に活用する手法と認

識している。 

一方で、人口集積地域や一定程度の交通量がある道路環境

下では停車場所が不規則になり安全性が担保しづらいこ

と、停車回数の増加や利用状況により定時性が保たれない

ことなどのデメリットがあることから、フリー乗降制の導

入は考えていない。 

２ 
スクールバスの活

用について 

スクールバスの車両を児童生徒等の登下校以外の時間帯に

一般乗合旅客運送事業として活用することは、地域住民の

移動手段の確保に資する有効な取組みと考えている。 

一方で、民間交通事業者への影響や、運転手の確保、ま

た、学校のスケジュールや天候などにより運行時間が変則

的になるなど、様々な課題があることから、引き続き、研

究していく。 

３ 

企業バス等の民間

事業者の活用につ

いて 

コミュニティバスなど、市が運行する公共交通について

は、深刻化する運転手不足や運行経費の増加など、多岐に

わたる課題や変化を見据え、将来にわたって持続可能な公

共交通を確保できるよう、企業バス等の地域輸送資源の活

用などを含め、継続的に検証していく。 

４ 

北本市・鴻巣市循

環バスの上栢間地

域へのバス停誘致

及び桶川市循環バ

スのバス停誘致に

ついて 

自治体が運行するコミュニティバスは、原則、当該自治体

内の移動需要に対応するために運行されており、他自治体

への乗り入れは、当該自治体住民の合意形成や運行経費等

を含めた整理が必要となるなど、一定の課題があるものと

考えている。 

５ 

民間路線バス（朝

日自動車株式会

社）が運行する久

喜駅西口から桶川

駅方面の直通運転

の必要性について 

久喜駅から桶川駅方面への直通運行の実施については、利

用状況や採算性等により、将来にわたり持続可能な運行と

なるよう民間バス事業者において総合的に判断されるもの

と考えている。 

 

資料５ 


